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「舎井俊満展」開催

美
術
フ
ァ
ン
待
望
の
「
今
井
俊
満
展
」
が
、
五
月
二
十
五
日
か

ら
六
月
二
十
三
日
ま
で
、
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
俊
満
さ
ん
は
、

一
九
五

0
年
代
に
パ
リ
で
起
こ

っ
た
ア
ン
フ

ォ
ル
メ
ル
(
不
定
型
)
運
動
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
、
国

際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
日
本
美

術
の
伝
統
的
な
題
材
で
あ
る
「
花
鳥
風
月
」
を
、

黒
を
基
調
と
し

た
暗
色
と
、
淡
い
原
色
の
取
り
合
せ
で
描
く
酒
脱
な
作
風
で
、
新

し
い
世
界
を
展
開
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
時
代
の
作
品
か
ら

「波
の
記
録
L

な
ど
十
八
点
、
花
鳥
風
月
の
連
作
か
ら
「
秋
草
図
」
な
ど
十
八
点

ほ
か
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
二
十
五
日
に
は
今
井
氏
の
講
演

会
、
ま
た
六
月
九
日
に
は
俵
万
智
さ
ん
も
加
わ
り
公
開
制
作
が
行

わ
れ
、

詰
め
か
け
た
美
術
フ

ァ
ン
は
、
戦
後
日
本
の
美
術
界
を
代

表
す
る
今
井
氏
の
豪
快
な
制
作
過
程
に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
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県
民
待
望
の
富
山
|
札
幌
便
が
六
月

一
日
か
ら

一
日

一
往
復
就

航
。
富
山
空
港
は
、
東
京
便
、
名
古
屋
便
を
合
わ
せ
た
三
路
線
が

就
航
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

富
山
空
港
で
行
わ
れ
た
初
便
歓
送
式
で
は
、
中
沖
知
事
ら
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
機
長

・
チ
l
フ
パ
ン
サ
ー

へ
の
花
束
贈
呈
や、

関
係
者
に
よ
る
テ
l
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
就
航
記
念
行
事
と
し
て
、
宗
田
副
知
事
ら
表
敬
訪
問
団

の
二
十
人
が
北
海
道
の
関
係
機
関
を
訪
れ
た
ほ
か
、

札
幌
市
内
の

デ
パ
ー
ト
で
、
富
山
県
の
観
光
と
物
産
展
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

古
く
は
江
戸
時
代
の
売
薬
配
送
や
、
明
治
時
代
の
移
住
な
ど
、

富
山
県
と
は
ひ
と
き
わ
つ
な
が
り
の
深
い
北
海
道
。
今
回
の
就
航

に
よ
り
、
単
に
人
の
動
き
だ
け
で
な
く
、
経
済

・
産
業

・
文
化
の

各
方
面
で
、
今
後

一
層
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

富山一札幌便就航
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